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 さん　博士（理学）
神奈川県立 横須賀高等学校 教諭

「研究者になりたい」という思いが強くなったのは高校
１年の時でした。きっかけは、小柴昌俊先生が素粒子の
ニュートリノを世界で初めて観測してノーベル物理学賞
を受賞されたこと。ニュートリノについて深く知りたいと
思った私は学校の勉強もほどほどに、観測の意義や背景を
調べ始めました。その結果、この発見が陽子崩壊の観測と
いう宇宙の結末を知る手がかりにつながる研究であること
を知り、とても感動しました。この経験から「探求すること」
の面白さや、その気持ちによって突き動かされるときの行
動力の強さを知ったのです。
「自ら疑問をもち、探求する力を子どもたちに託したい」
という使命感を持った私は、博士号教員を育てるプログラ
ムを知り参加を決意。博士課程では自らの探求力を磨くと
ともに、教員になるための勉強も一から開始しました。
2016年に博士号を取得。現在は、憧れの小柴先生の母
校の横須賀高校で教員をしています。今の私の挑戦は、自
分が高校で夢中になったような、強い興味のきっかけを生
徒につくり出すこと。探求力向上には、生徒自らが知りた
いと感じること、そして調べるほどに新たな発見に出会
う楽しさを経験することが大切だと考えています。そのた
め「科学の専門家」である自分だからこそ気づく、授業や
ニュースに隠れている最先端科学の魅力を伝えられるよう
努力しています。私が思う「科学の専門家」とは探求の糸
口となる科学的事象を身の回りから数多く発見できる人の
こと。横須賀高校はスーパーサイエンススクールに指定さ
れているため、研究者を講師に招くこともあります。博士
号をもつ者同士、話が盛り上がることも多いですが、そこ
から生徒の興味や深い学びの一歩目をうまく引き出せるよ
うになりたいです。理想の教師への道には困難もあります
が、自分の研究テーマを探求し続けたという自信が今の私
を支えてくれています。� （文・河嶋�伊都子）

2012 年、大阪大学大学院理学研究科
博士後期課程に入学。同年、大阪教育
大学「高度専門型理系教育指導者養成
プログラム（現：高度理系教員養成プ
ログラム）」に参加。2015 年に教員免
許を取得、2016 年 3 月に博士後期課
程修了。2016 年 4 月、神奈川県立横
須賀高等学校に着任。現在は、化学や
物理を担当。

響け、博士の力

「科学の専門家」として
高校の教壇にたつ

“博士の力”
未知の研究テーマを1から
極めた経験から、他分野で
も探求のきっかけや方法を
考えられるという自信
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研究室の外に飛び出そう

わたしの研究を
充実させる

もう１つの活動

私が実践する、外に飛び出す方法

・手近な人から会いに行く
・支援サービスや学内のプログラムを利用する
・飛び込んだ先で、次の情報を手に入れる

「最適な研究環境を作る方法」
を探しに

足立 ちひろ さん
早稲田大学大学院 先進理工学研究科

博士後期課程1年

専門は神経生理学。研究室では、アストロサ
イトの活性化・増殖プロセス、免疫反応や神
経保護作用のメカニズムの解明を目指した基
礎研究に取り組む。

「研究者にとって最適な研究環境とは何なの
か」。足立さんが専攻のテーマとは別に、研究室
の外に飛び出して研究するテーマだ。そんな疑問
をもつようになったきっかけの1つは、研究者で
ある父の姿だ。楽しそうに研究を語っていた父
が、歳を経るにつれて、研究室や研究所のマネジ
メント業務に重きを置かざるを得ない姿を目の当
たりにした。もう1つは、修士1年時に留学した
ドイツの大学の研究環境だった。ドイツでは夕方
には皆帰宅するにもかかわらず、研究成果は多く、
その生産性の高さに驚愕した。これらの経験から、
研究者が研究に集中し効率よく成果を出せる環境
を作るため、できることがあるのではと考えるよ
うになった。
研究環境の改善に携わる立場としてまず思いつ
いたのは大学事務職だ。早速、自学の事務に話を
聞きに行ったが、特定の大学組織にしか貢献でき
ないことが課題だと気づいた。企業なら外から

仕組みを作り、広げていけるのではと考え、ベン
チャー企業などを回り始めた。
修士2年時には、講演で知った企業のインター

ンシップに参加。自ら企画提案し、研究環境改善
にさまざまな方向から取り組む人に取材した。異
分野融合や研究機器シェアリングなどによって研
究を活性化する環境作りを仕掛ける人から話を聞
き、意見を交換できた。こうしてさまざまな立場
や考えを持つ人と話し視点を広げることで、自分
が進みたい道に確信を持てた。教員からの紹介で
今年度からは大学で「BID（ビジネス・アイデア・
デザイン）」「起業の技術」といった、アイデアを事
業として実行するための講義も受け始め、実証試
験に協力してくれるインターン先も見つかった。
「とにかく人に会いに行ったことで、自分の考
えが大きく広がりました」。まずは思いつく手近
な人に会いに行き、次の一歩になる情報を手に入
れる。それが足立さんのやり方だ。（文・瀬野�亜希）
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過去・現在・未来、
研究の道はどう広がる？

特集

「研究キャリアのステージはどのように変化していくのか？」　
研究者は自分が興味を持った研究対象を理解しようとあれこれ

模索します。そして、少しずつ自身の思考回路を開拓しながら、
研究を進化・深化させています。

研究の成果は論文等で発表されていきますが、それを推進する
「研究者」側の成長は？

本誌では2007年創刊当時から「探しに行こう　自分の場所」
（P.11-17）で、さまざまな分野で活躍する研究者を取材してきま
した。常に聴き続けてきたのは「あなたはどんな研究者でありた
いと考えているか」。そこにはさまざまな研究者としての生き方が
ありました。

過去に出会った研究者にもう一度同じ質問をぶつけてみること
で、研究者としての進化・深化を探ることはできないか。そんな
想いから、本特集を企画しました。

3人への取材を通して気づくのは、それぞれの研究テーマは大
きく変わらないにもかかわらず、「どんな研究者でありたいのか」
という質問への答えは大きな飛躍を遂げていたことです。研究者
の過去・現在、そして未来に広がる姿を見に行ってみましょう。
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人と協働する研究ができるようになった

「この10年間で大きく変わったと感じるのは、
人と協働的に研究ができるようになったことです
ね」と木村さんは言う。木村さんの強みは、通常
であれば複数の研究室が集まって行うような横
断的な手法を1つの研究チームで完結できること
だった。例えば「核がなぜ細胞の真ん中にあるの
か」といった問いに対して、シミュレーションを
使って仮説を立て、実際の細胞を観察して仮説を
実証することができる。「それまでは、自分で何
でもやりたいという思いが強く、やせ我慢で独学
で、できることを増やしていくという研究スタイ
ルでした。そこが売りでもありましたから、論文
も自分の研究チームだけで出すものがほとんどで
したね」。
しかし、2017年に発表された「細胞質流動が
自発的に流れの方向をそろえるしくみ、�逆転させ

るしくみ」を解明する研究は、画像処理や理論物
理など様々なチームが名を連ねる。現在はそう
いった協働的な研究も増えてきたという。

始まりは、「この人と一緒に研究したい」

現在、異分野融合研究は様々な分野で推奨され
ているが、実際に始めるとなるとハードルは結構
高い。木村さんも同様で、「こんな研究をしたい」
と目的を持って動いて共同研究が始まったわけで
はなかった。元々人づきあいが苦手だったため、
勉強会や若手の会などを交友関係を広げるチャン
スにしようと、とにかく誘われたら断らない、と
いうスタンスで参加するようにしていた。「何度
も顔を合わせるうちに、人間的に魅力的な人だな
とか、気が合うなという人ができてきて、何か一
緒にやりたいね、と言い合っていたのが始まりで
したね」。
こうして始まったのが、画像解析の専門家であ

「司令塔がいないにもかかわらず材料が自発的に組
み上がり、細胞という複雑な機能を発揮する建築物
ができるのはなぜか」。生物の基本構成である細胞の

「形」に注目し、「細胞建築学」という新たな学問領域
を打ち立て、2006 年に研究室を立ち上げた木村暁さ
ん。そのときの想いを『incu・be』01 号で取材して
約 10 年。研究者としての 10 年間の「変化」を伺った。

木村 暁 さん
国立遺伝学研究所 教授

単身切込み隊長は、チームで自分の
想像を超えた研究を生むリーダーに

計算から生物実験まで
自分達で完結できるこ
とが強み

異分野のプロとチーム
になることで想像を超
えた研究を

10年前 現在 未来
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る九州大学の研究者と、生命現象の数理解析の専
門家であるフランス・キュリー研究所の研究者と
の研究だ。その場の状況に合わせて流動の方向が
気まぐれに変わる現象が起こるメカニズムの解明
に取り組んだ。

人の力を借りることで、自分自身の成長に

共同研究の結果、数理解析により、ある程度
の「ゆらぎ」が生じると逆流が起こることが計算
上あり得るということを突き止めた。そして、実
験と画像解析により、その計算通りに流れが制御
できることを証明したのだ。これまでの木村さん
の研究ではシミュレーションで実験的に予測をす
ることはできていたが、数式で理論的に現象を説
明するというアプローチは初めての挑戦だった。
画像解析も第一線の研究者との共同研究のおかげ
で、これまでにない高度な解析を実現することが
できた。
「共同研究をしてみて感じたのは、自分の能力
を超えたことができるという楽しさです。明ら
かに研究の広がりが違いましたね」。何でも独学
でやろうという以前からの姿勢も役に立ち、共同
研究中は相手の持ち場も任せっぱなしにせず、理
論を理解し深くディスカッションをするようにし
た。それにより、相手の専門分野の知識はもちろ
ん、視点や考え方も知ることができ、木村さん自
身ができることもさらに広がったという。「これ
は、何でも１人でやろうと頑張っていた過去の自
分のおかげですね」。

「細胞建築学とは何か」を示すことが次の目標

01号での取材当時、木村さんは新たな視点か
ら問いを立てる問題設定力に期待され、任期6年
の准教授として採用されていた。「そのようなチャ
ンスをもらえたこと自体が予想外のことでしたか
ら、6年間で成果を出す戦略的な計画もなく、今
思い返せば目隠しで壁の上を歩いているような状
態でしたね」。今までと変わらず、自分にできる
研究やろう、とマイペースに研究を続け、2012
年にテニュア（終身在職権）を付与され、2015年
に教授に就任した。前回の取材で木村さんが語っ
た、自分に影響を与えた恩師の言葉は「それで、
お前はどう考えるんだ」という問いだった。これ
が自身の道を切り開く力になった。教授になっ
た今、後輩に伝えていることは「順位ではなく自
分らしさを大事にしてほしい」ということ。注目
されるような派手な研究ではなくても、自分の能
力を最大限発揮できるところで勝負をしてほしい
という。「時間と能力を使って『これやったらどう
なっちゃうんだろう？』という問いに先陣切って
挑戦し、失敗したら討ち死にしてその屍を次の人
に乗り越えていってもらう。それが研究者の務め
だと思っているので、自分もそうあり続けたいで
すね」。
次の10年の目標は、そんな研究スタイルを続
けながら、「これが細胞建築学だ！」と胸を張って
答えられる成果と言葉を創ること。10年後、研
究者としての飛躍の軌跡を伺いに、また木村さん
にお会いすることを約束した。次はどんな話が聞
けるだろうか。� （文・楠�晴奈）

木村 暁 （きむら あかつき）さん プロフィール

1997 年 3 月東京大学理学部生物化学科卒業。2002

年 3 月東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻修

了。博士（理学）。慶應義塾大学特別研究助手などを

経て、2006 年 6 月より国立遺伝学研究所・新分野

創造センター准教授、2015 年 11 月より同研究所・

構造遺伝学研究センター教授。



8

企業との接点が自分を変えた

飯塚さんの1つの転機は2014年、バイオベン
チャー企業と連携したリバネス研究費に採択され
たこと。油の中に分散した水滴（液滴）を試験管
として利用して機能性分子を探索する研究が軌道
に乗り始めた頃、細胞分離装置を用いて液滴の分
離をしたいと考え、応募した。申請研究「液滴を
利用した創薬研究およびプロテオーム研究の基盤
技術の開発とその実践」は見事採択され、研究が
加速した。また共同研究の過程で、ニーズに応え
ているベンチャー企業を肌で感じて自分の中に思
いがけない変化が起こったという。自分の研究が
世の求めにマッチしているのか試してみたいと思
うようになったのだ。企業との接点を積極的に探
る中、企業発の研究費を再度獲得した。「ずっと

基礎研究を行ってきましたが、企業の研究費に繰
り返し採択されたことで、自分の研究が企業にも
評価されると感じることができました」。

生体分子の機能発現機構を解明したい

「衝撃を受け、これからの技術だなと思いまし
た」。飯塚さんが研究の世界に飛び込んだきっか
けは、学部生の時に一分子イメージングを利用し
て生体分子の機能発現機構を解き明かす研究の講
義を聴いたことだ。それ以来、分子の研究から高
次の生物機能を理解することを目指してきた。現
在所属する研究室に移ったのは10年ほど前。「基
礎研究をしていた数年前までの自分には、研究成
果を社会実装するということに憧れのようなもの
はあるものの現実味は感じられませんでした」と
語る。

生体分子の機能発現機構を研究してきた飯塚怜さん
は、4 年前、リバネス研究費（P.26-27）に採択された。
それまで飯塚さんにとって「ビジネス」は遠い存在
だったが、研究費の採択をきっかけに始めた共同研究
によって、考え方に変化が現れ、遂にはビジネスが視
野に入った。自身をピュアサイエンティストだという
飯塚さんが事業化を考えるようになった経緯には何が
あるのだろうか。

飯塚 怜 さん
東京大学大学院 薬学系研究科 助教

ピュアサイエンティストが、
社会実装を目指し「ビジネス」の世界へ

純 粋 な 興 味 を 源 に、
ピュアサイエンスの
研究に邁進していた

事業化を目標に、夢を
広げて発信している

4年前 現在 未来
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自由な研究環境を求め、事業化が視野に

企業との共同研究を通じて、アカデミアの外か
ら技術や知識が入ってくることに新しい研究の可
能性を感じる一方で、研究が思うように進まない
事態に苦悩することもあったという。企業の知的
財産がネックになり、共同研究の成果の発表が制
限されることがあった。研究には学生も加わって
おり、研究発表ができないことは学位取得にかか
わる大きな問題だ。「産学連携の難しさに直面し、
自由に研究が進められる環境が欲しいと思うよ
うになりました」と、飯塚さんは言葉に熱を込め
る。企業との共同研究の魅力と知財による障壁と
のジレンマに直面し、事業化を考えるようになっ
たという。資金調達をしながら持続的に研究プロ
ジェクトを進めたいからだ。しかし、事業化の知
識・経験がなかったため、前に踏み出せずにいた。
躊躇いのあった飯塚さんが踏み出す決意をしたの
は、ビジョンを重視して研究成果の社会実装の
ためのサポートを受けられるプログラム「TECH�
PLANTER」を知ったからだ。「儲けたいとかギラ
ギラした気持ちはまるでなくて、自分の研究を社

会課題の解決に応用できると思うし、やりたいと
いう気持ちが生まれていて、それを自由な研究環
境で実践したいと思ったのです」。

酵素のプラットフォーム作りという 
夢を発信し、走り出す

プログラムへのエントリーを通じて、「自分の
夢を広げ、発信しようという視点になりました」。
飯塚さんが目指している事業化のテーマは、標的
とする酵素活性を示す微生物を一細胞単位で分
離・回収し、酵素遺伝子を取得するというもので
ある。この基盤技術は、前述の企業研究費の支
援を受けながら確立した。この技術を用いること
で、培養が困難な微生物の酵素遺伝子の取得が可
能となり、社会的課題であるプラスチック分解酵
素やバイオマス分解酵素など新たな酵素の応用可
能性が拓ける。たとえば、原油から精製されるマ
テリアルの代替が、この技術でできるかもしれな
い。酵素の力で課題のソリューションを提供する
プラットフォームの構築を見据え、その夢を発信
していく段階にきた。「現実味がなかった研究の
社会実装が、今は『できるんじゃないかな』とい
う手応えを感じられるようになってきています」。
ピュアサイエンティストの「憧れ」が今、現実の
ものとなりつつある。� （文・江川�伊織）

飯塚 怜 （いいづか りょう） プロフィール

2004 年東京農工大学大学院工学教育部博士後期課

程修了。博士（工学）。東京農工大学大学院工学教育

部産学官連携研究員・特任助手、日本学術振興会特

別研究員（PD）、東京大学大学院薬学系研究科特任

助教を経て、2012 年より現職。タンパク質科学・

生物物理学・バイオマイクロナノデバイスを専門に、

研究と事業化を進めている。
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伝えたい！の気持ちで入社したはずなのに

入社後は『someone』の制作で科学のイメージ
の伝え方を必死に考える日々だった。しかし、2
年ほどたって挫折を経験する。雑誌をかたちにし
ていくことに必死になりすぎ、「伝えたい」気持ち
を見失いかけていたのだ。「君、『someone』好き
じゃないだろう。本当に科学を伝えることがやり
たいのか？」社長の言葉に反発したが、説得でき
るほど自分の思いを語れていないことに気づき、
『someone』の仕事を一度外れることにした。

自分が本当に伝えたいことに気づいた

雑誌から離れた上野さんは、企業のプロモー
ション動画のため、実験を設計し、機能実証など
にも挑戦した。製品の機能をいかに身近な世界と
つなげて伝えることができるか。研究者の強みを
活かした仕事をした上野さんが浮かべたのは、こ
れまで出会った研究者の姿だった。「自分だけの
問いで未知の世界に挑む研究者の姿に感動してき

た。本当に伝えたいのは、科学を解き明かす研究
者の力なのではないか」。自分が様々な人に研究
者の力を伝え、活躍の場所が広がれば、一緒に世
界を変えられるのではないか。次の目標が明確に
なった。

ビジネス現場の未知を開拓する

入社から変わったのは、わからないことをポジ
ティブに捉えられるようになったこと。「研究者
は未知にワクワクできるはずなのに、ビジネスの
場面ではわからないことは恥ずかしいと感じてい
ることに気づいた」という。ビジネスもまた、未
知を切り開く場所だとわかり、上野さんはさらに
飛躍する。コミュニケーターとして、過去に取材
で出会った研究者と企業をつなぎ、新しいプロ
ジェクトの創出もできるようになってきた。「変
わらないことは研究者が大好きだということ」�。
研究者の活躍の場を作る試みは彼女の進化ととも
に続いて行く。� （文・環野�真理子）

「サイエンスのワクワクの雨を降らせたい」と語り、
リバネスに入社した上野裕子さん。身近にあふれる科学
技術のを魅力を伝え「科学の感性」を育てることを志
す。インターンで制作に関わった中高校生向け科学雑誌

『someone』を通じ、科学に芸術、文学、さまざまな要
素を組み合わせることで科学的感性を育む媒体の開発を
目指した彼女の世界は、今、大きく広がっている。

上野 裕子
株式会社リバネス 創業開発事業部　博士（理学）

科学の面白さを伝える伝道師から、
研究者の活躍の場を広げる
コミュニケーターに

サイエンス誌で世界の
人にワクワクを伝える
人になりたい

研究者の力で世界を変
えていける、コミュニ
ケーターになる

5年前 現在 未来



探 し に 行 こ う  自 分 の 場 所

目標を見つけ、実力を養い、理想の場所にたどり着くために

どんな道を進むべきだろうか。

どんな研究者になりたいのか、活躍するには何が必要なのか。

そして、どんな研究キャリアがあるのか。

ただ、じっと待っていても答えは見つからない。

いろいろな人に出会い、さまざまな場所を見ることで

自分の未来を描くヒントを見つけよう。

変化を楽しみながら

さあ、自分の場所を探しに行こう。
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探しに行こう 自分の場所

変わらない科学を楽しむという想い

河野さんは数学が好きだったが、社会に役立つ
研究をしたいと思い、化学を学べる大学へ進学し
た。入学後は特に基礎研究に面白さを感じるよう
になり、レーザー光を使って原子や分子に関す
る基礎科学を研究する物理化学を専攻した。研究
活動の中で自身が感じた科学の面白さを子どもた
ちに伝えたいと思い、教員免許を取得。進路を考
える際は、研究を続けたいと強く思い、大学院進
学を選んだ。博士課程から研究室を変え、シンク
ロトロン放射光を使った分子分光の測定により原
子・分子が光解離する過程を研究した。学位取得
後、国内外の大学で研究者としての経験を積み、
オーストラリア国立大学へと拠点を移して原子分
子物理学分野の研究に取り組んだ。ところが、移

住から十数年たった頃、研究を続けるための研究
費が尽きてしまった。次のキャリアを考えていて
頭に浮かんだのは、大学での勉強が楽しくてしょ
うがなかった自身の経験だった。「そんな想いを
学生たちに味わってほしくて、大学教育に関わり
たいなと思いました」。河野さんは大学教員のポ
ストをオーストラリアと日本で探し始めたが、教
育実績がなかったことから難航した。

思い切って飛び込んだ高校教師の道

次のポスト探しをしていた河野さんの目に「教
育経験は問わない」の一文が飛び込んできたこと
が運命だった。それは、大学教員ではなく高校の
理科教員の募集だったが、過去に高校教師を志し
たときの気持ちを思い出し、思い切って応募した。
こうして、2014年から河野さんは関西学院千里

　もしも学校に現役の研究者がいたら、どんな研究
ができるだろうか、生徒はどのようなことを学べる
のだろうか。関西学院千里国際中等部・高等部で物
理を教えている河野光彦さんは、現在もオーストラ
リア国立大学や関西学院大学で客員研究員として原
子分子物理学や分子科学を研究している。２つの立
場を活用して研究を進める河野さんに、これまでの
経緯や目指す未来像を伺った。

研究者として教師として、
教育現場で研究仲間を増やす
河野 光彦 さん
関西学院千里国際中等部・高等部
オーストラリア国立大学
レーザー物理学センター
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国際中等部・高等部の物理の教師となった。「研究
者としての背中を生徒に見せてほしい」という学
校からの期待のもと、オーストラリア国立大学で
の研究も続け、現在、高校教師として5年目にな
る。「教師としては今も試行錯誤の連続です。授
業の内容は生徒たちに伝わっているだろうか？と
不安に思うこともあります」。その一方で、教師
としての経験が少ない分、固定観念にとらわれず
自由な発想で新しいことにも取り組めているとい
う。

高校生のリサーチクエスチョンを引き出す

「高校生にも研究の面白さを体験してもらお
う！」とオーストラリアで出会った研究者と意気
投合した河野さんは、彼を学校に招き、サンゴと
それに共生する褐虫藻の講演、研究方法の指導を
してもらった。すると、彼の語る研究の面白さに
魅了された生徒が、自分も研究したいと半年間
ディスカッションを続け、自らの研究テーマを立
ち上げたのだ。その後、生徒らは研究を推進する
ために応募した、海に関わる中高生の研究を支援
する「マリンチャレンジプログラム」に採択され、
研究費と研究アドバイザーの支援を受けながら、

研究に邁進している。
河野さんは研究者である自分にしかできない役
割について次のように語った。「研究者同士で議
論する中に生徒を引き込むことで生徒自身のリ
サーチクエスチョンを見出し、彼らの研究がス
タートする。そんな生徒たちと研究者としてとも
に歩んでいきたいですね」。河野さんにとって生
徒に物理を教え、研究者と交流をもたせることは、
生徒を研究の仲間にしていく過程の１つなのだろ
う。研究者と高校教師の二刀流で、生徒とともに
科学を探求する日々が始まっている。
� （文・仲栄真�礁）

河野 光彦（こうの みつひこ）プロフィール

1995 年、分子科学研究所内に設置されている総合

研究大学院大学の博士課程を修了し、学位を取得。

その後、研究員として国内外の大学を経て、2000

年よりオーストラリア国立大学にて客員研究員とし

て在籍。2014 年に関西学院千里国際中等部・高等

部の物理教師として着任。現在は関西学院大学にも

所属。博士（理学）。
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探しに行こう 自分の場所

大学での研究と実社会をつなげる

文部科学省が発表した「平成28年度における
産学連携等実施状況について」※1によると、産学
官連携本部などを設置する289機関がかかわっ
た案件数は8155件だったという。東京工業大学
には産学連携コーディネーターが十数名在籍し、
林さんが担当する案件は毎月30件もある。平成
25年度JSTイノベーションコーディネータ表彰
「イノベーションコーディネータ賞・特別賞」の受
賞は、林さんがつないだ企業と大学研究者の研究
連携が10年間で100件超という成果を受けての
ものだった。「科学、特に化学にかかわるのであ
れば、社会で実際に使われるものにかかわること
を」という考えを持ち続けてきた林さんにとって、
「この仕事は、自分に合っている」と感じ、16年

続けている。
産学連携の現場では、「研究者や企業は何を求
めているのか、どんな研究成果から実社会につな
がっていくのか」を分かっていることが重要だと
林さんは話す。そのために、日々、自分の知識を
広げ、駆使している。人と話すことが好きな林さ
んにとって、人と人をつなげる役割だけでなく、
人と話して知識を広げることも自分に合ってい
る。サイエンスが好きだからこそ、面白いと思っ
た研究を、興味を持ちそうな企業に紹介し、共同
研究につなげることにやりがいを感じるのだ。

自分のやりたい化学を求めて選択していった

企業、研究室、コーディネーターと何度も分か
れ道に立ってきた林さんには、一貫した考え方が

　東京工業大学の産学連携部門の中で最も多い案
件を抱えているという林ゆう子さんは、化学メー
カー、大学助手を経験した後、産学連携コーディ
ネーターとして活躍する。これまで、自分が置か
れている環境が変わったときに選択を迫られたこ
とが何度もあった。しかし、小学生の頃から変わ
らない考えの下、キャリアを進んできたという。
そんな林さんの今の仕事とこれまでの分かれ道で
してきた選択の考え方について、お話を伺った。

サイエンスと実社会の間で、
ベストを選択し続ける
林　ゆう子 さん 
東京工業大学　研究・産学連携本部 産学連携部門，
広報・社会連携本部 男女共同参画推進部門　特任教授

※ 1　http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/sangaku/1397873.htm



15

ある。「そのときに置かれた条件・状況から考え、
そのとき『ベスト』だと思う方に進むべき」。おど
ろくことに、小学生の頃からこの考え方が林さん
にあったという。
10歳のとき、フェノールフタレインの色が変
わることにおどろいた。いくつかの物質を合わせ
ることで違う物質が生み出される化学に魅了され
た林さんは、化学をもっと勉強したいと考えた。
そのため、中学受験では「理科が充実している学
校」という条件を設定し、通学環境なども踏まえ、
自分で学校を選んだ。高校生の頃、影響を受け
た2つのことがある。1つはクラブ活動で取り組
んでいた「川の水質調査」、もう1つは他校の生
徒が取り組んでいた「ホログラム」に関する研究。
化学が好きだったこととこれらの研究テーマとの
出会いから、大学時には、地球化学と光化学とい
う選択肢を持っていた。学部生時代には前者、修
士課程在籍時は後者を専攻し、サイエンスの魅力
にはまっていった。その後、化学メーカーに就職
することになるが、それは「より実社会に近いと
ころで研究したい」という思いからだった。

過去の選択を尊重することで、 
次のキャリアが拓ける

結婚、出産、渡米と変わっていく状況の中で、
林さんは教授からの期待に応えるかたちでもう一
度アカデミアで光化学を研究することになった。
その際に博士号を取得した林さんだが、「やはり、
もっと実社会で使われるものに携わりたい」とい
う葛藤があった。しかし、これは後悔ではない。「後
悔をしたら、キャリアを選択した当時の自分がか

わいそう。選択が違ったと思えばそのとき反省し
て、次の選択を考えれば良い」と林さんは説明す
る。裏を返せば、キャリアを決めるときに考えら
れるだけ考えたということだ。林さんは、これま
での選択の積み重ねと反省から、そのときベスト
だと思った産学連携コーディネーターという次の
キャリアにつなげた。そしてきっと、次の選択も
やってくる。好きなサイエンスの世界、そしてや
りがいを感じる実社会とのかかわり、その間で林
さんは、考えられるだけ考えたうえで、どのよう
な次の生き方を選択するのだろう。
� （文・瀬底�かなみ）

林 ゆう子（はやし　ゆうこ）プロフィール

1985 年、東京工業大学 修士課程修了。旭化成工業

株式会社に入社し、研究員として4年間勤務。その後、

東京工業大学に戻り、助手をしながら 2001 年に論

文博士を取得。「実社会で使われるものに携わりたい」

という思いから、2003 年、財団法人理工学復興会（東

工大 TLO）NEDO フェローを経て、2005 年から現

職。博士（理学）

▲インタビューア、瀬底（左）と林さん（右）
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探しに行こう 自分の場所

「面白そう」の直感が始まりだった

科学を表現する仕事との出会いは、修士1年の
頃。アルバイト先を探していた齊藤さんに、大学
の研究室で隣の席だった先輩がJT生命誌研究館
を紹介してくれたのだ。そこは、生きものの仕組
みや歴史を研究し、それを美しく表現する展示を
行っている施設で、展示の案内をするアルバイト
を募集中だった。くわしい話を聞くため、初めて
研究館を訪れた齊藤さんは、その世界観や展示の
美しさに心を惹かれた。さらに、スタッフと会話
する中で、来館者に展示を解説する以外にも、季
刊誌やペーパークラフトなどのかたちで、科学を
表現するもの作りが積極的に行われていることを
知った。「なんだか面白そう」。興味をかきたてら
れた齊藤さんは、館内案内スタッフとして働いて
みることにした。

メッセージが、あらゆる人に届くように

「全ての人に開かれた場所にしたい」という館
長の想いから、JT生命誌研究館には対象年齢が
設けられていない。齊藤さんは、館内案内スタッ
フとして展示を自分なりに読み解き、研究館を訪
れる様々な人に対して語りかけることに取り組ん
だ。その中で、専門知識のない人にもとにかくわ
かりやすく作られたものだと思っていた展示が、
実際は専門的な知識も含んでおり、しっかり理解
しようとすると難しいものだと気づいた。「生物学
を学んだ自分でも知識が全然足りなくて、最初は
苦労しました。でも、わかりやすく伝えるためで
はなく、『生きているってどういうこと？』と考え
るために作られた展示だということがだんだんわ
かってきました」。齊藤さんは、この研究館の展
示がもつ本当の意味を、身をもって理解したのだ。

　DNA の二重らせんをモチーフにした階段、
巨大な細胞の模型。JT 生命誌研究館には、
数々のユニークで美しい展示が並んでいる。
それらの企画や制作を手がける齊藤わかさん
は、もともと「科学を伝える仕事」の存在自
体を知らなかったという。どんなきっかけで
この仕事に携わるようになったのだろうか。
そして、この研究館で働き続ける中でどんな
魅力を感じているのだろうか。

人々とのかかわりから、
科学の「新しい表現」を生み出す
齊藤 わか さん
JT 生命誌研究館 表現を通して生きものを考えるセクター　研究員
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▲ 開館時からある展示の 1 つ「生命誌絵巻」の前で。生きもの
の歴史と相互の関係性を、美しく表現している。

2014年、展示案内スタッフの経験を活かして、
改めて研究員に着任した。研究の過程や成果を伝
えるための展示やウェブサイト、出版物などを企
画し、作るのが主な仕事だ。展示を作る側になっ
た今も齊藤さんは、伝える相手の知識の量の違い
に左右されずに、本質を伝えることを心がけてい
る。

「伝える」仕事は、とてもクリエイティブ

研究員の仕事は、「研究者からもらった『伝えた
い』『面白い』と思うことを、ストレートに伝わる
ようにすること」だと語る齊藤さん。生命科学研
究者の研究内容と人生を紹介する「サイエンティ
スト・ライブラリー」という企画で、ある先生を
担当したときのことが、とても印象に残っている
という。取材後、作成した文章を先生に見ても
らったのだが、先生にとってしっくりこない表現
があったようだ。お互いに納得する表現を求めて、
何度もやりとりが続いた。先生が本当に伝えたい
ことは何だろうか。齊藤さんは自分なりに考えを
めぐらせ、「こういう表現もあります」と自ら提案
したところ、先生から「自分自身から出てこなかっ
た表現をすることができた」と言ってもらうこと
ができたのだ。「お互いに意見交換しないとでき
なかったことなので、すごく良かったなと思いま
す」。
このように、研究者や様々な人とのやりとりの
中で新しい表現が生まれることが、一番嬉しいこ
とだと語る齊藤さん。「表現する」という仕事は、
情報の一方向の流れを作り出すことではない。研
究者と、伝える相手となる人々の中間に立つから
こそ、周囲との意見交換を通じて新しい表現を生
み出せる、クリエイティブな仕事なのだ。

1つ1つの仕事が、自身の成長にもつながる

JT生命誌研究館、そして科学を表現する仕事
に出会って10年。齊藤さんは、自分の置かれた
場所で自身の役目を理解し、自分にできることは
何かと考えながら、目の前の仕事に取り組んでき
た。その中で気づいた、齊藤さん自身の変化を教
えてくれた。「気持ちが豊かになったと思います。
研究者の話、そして展示を見に来てくれた人たち
の意見や考えを聞いたり、その人たちに投げかけ
てみたりすることで、自分の世界観が広がること
が楽しいですね」。
この仕事を通じて出会う様々な研究者、そして
一般の人々とのかかわりは、齊藤さん自身の中に
着実に蓄積され、きっと新たな表現を生み出す原
動力になっているに違いない。これからも、科学
を伝えるための新しい表現を、そして自身の成長
に必要なヒントを見つけるために、1つ1つの仕
事に丁寧に向かい合っていく。�（文・香川�恵理華）

齊藤 わか（さいとう わか）プロフィール

京都大学大学院 農学研究科 地域環境科学専攻 博士

前期課程在学時に、JT 生命誌研究館で館内案内アル

バイトを始める。2014 年、同研究館の「表現を通

して生きものを考えるセクター」研究員として着任。

展示制作や季刊誌発行に携わる。現在は、新たな領

域に「生命誌」を拡げる企画も展開中。
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お客さまに届けたいのは「想い」

―商品開発を希望したのはなぜでしょうか。
伊藤　お客さまにモノを届けるような実業がした
いという気持ちから、企業への就職を決めました。
当時は事業の多角化を目指す時期でもあり、どの
企業も基礎研究が盛んでしたが、「基礎研究をす
るなら大学に残る。企業でしかできないことをし
たい」という想いがあったのです。
―大学での研究とはずいぶん違いましたか。
伊藤　学生のときの知識はほとんど役に立たちま
せんでしたが、問題を探して仮説を立て、結果を
見て考察するというPDCAは、どこでも一緒だ
と感じました。驚いたのは、開発の進め方でした。

私に初めて与えられたミッションは、「ウイスキー
の水割りのようなビール」を作ること。始めは求
められていることがわからず、ウイスキーの香
りを分析してそこに含まれる燻製の香りのついた
ビールを作りましたが、大不評。最終的には、ウ
イスキーのように「香りを楽しむビール」を作る
のだと、思い至った経験があります。「こんな味
をお客さまに届けたい、こんな飲み方をしてほし
い」という想いを届けるために、知恵を絞り、挑
戦することが、商品開発の仕事なのだと気づきま
した。

ものづくりの本質は、現場にある

―その後、名古屋工場へ異動されましたが、な
ぜそのような道を希望されたのですか。
伊藤　ものづくりの現場をもっと深く知りたかっ
たからです。開発室でどれだけおいしいレシピが
できたとしても、それを工場で大量生産し、お客
さまの手元に届けられなければ意味がありませ
ん。しかし、ビールはまるで生き物です。狙った

1987 年、これまでにない「辛口」というコン
セプトとともに登場し、瞬く間に大ヒット商品と
なった「アサヒ スーパードライ」。しかし、業界シェ
アトップとの差は歴然でした。「自分の力で会社を
No.1 に成長させる」、そんな強い志を抱き、その
2 年後にアサヒビールへ入社したのが伊藤義訓さ
んです。東京大学で博士号まで取得したにもかか
わらず、基礎研究部門はあえて希望せず、商品開
発や生産現場など異例のキャリアを歩み、様々な
改革を成し遂げてきました。「おいしいビールを作
りたい」。その一心で、高品質なビール生産技術を
確立し、「スーパードライ」を No.1 ブランドにま
で成長させた秘策を教えていただきます。

アサヒビールの躍進を陰で支えた研究者の声

一人ひとりのパワーと情熱を結集し、
ビールの味はどこまでも進化する

アサヒビール（株） 
取締役 兼 執行役員　研究開発本部長

伊藤 義訓 さん
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通りの味を工場で安定的に作るには、実はかなり
のテクノロジーが必要なのです。そこで、私の
持っている生化学の知識が活かせないかと考えま
した。
―着任後、名古屋工場の品質レベルはみるみる
うちに向上したそうですね。
伊藤　着任した当初は「理屈っぽいことばかり言
う」などと言われ煙たがられていましたが、とに
かくトラブルが起こるたびに現場のオペレーター
に話を聞き、ひとつひとつ原因究明を行ったので
す。その積み重ねを独自のチェック項目に落とし
込んでいくことで、名古屋工場の品質はどんどん
向上し、ついには全工場の中で最優秀賞を獲得す
るまでになりました。「おいしいビールを届けた
い」という想いが共有できれば、組織や立場を越
えて一丸となれるのだと学びました。

社員の想いが、製品の進化に直結する

―工場での経験が、全工場横断プロジェクトに
つながったのでしょうか。
伊藤　そうですね。当時、全国8工場の連携が乏
しかったため、全工場が月１回集まり、議論する
機会を設けたのです。これをきっかけに、二つの
改革が生まれました。一つは、現場改革です。現
場のオペレーターの裁量を拡大し、セルフ分析の

仕組みを導入しました。マニュアルだけでなく、
状況に応じて条件をある一定の範囲で変えられる
裁量を付与したのです。各工程できちんと仕上
がっているか確認するために、現場で簡易的に分
析する方法を編み出し、変化に素早く対応できる
ような仕組みが整えられました。もう一つは、組
織改革です。研究所と、生産現場である工場がよ
り円滑に連携できるよう、生産技術センターと
いう部門を、横串機能を持つ組織として整備し直
しました。これにより研究所の提示する指標を正
確に生産現場に落とし込むことができるようにな
り、現在工場では製造工程中の300以上のチェッ
クポイントを確認、さらに数十のセルフ分析を行
い、パラメータを微細に調整することで、全ての
工場でビールの品質は劇的に向上したのです。
―社員一人ひとりの努力が、品質向上につな
がっているのですね。
伊藤　ビールづくりに長らく携わる中で、一人ひ
とりの小さな努力の積み重ねが、製品の質を向上
させ、それがブランドの信頼感につながるのだと
実感しています。ビール製造はかなりの部分で機
械化が進んでいる産業ですが、その機械を操作す
るのは、やはり人間なんです。想いある社員がい
る限り、「スーパードライ」はまだまだ進化を続
けますよ。

記事を読んでいる学生のみなさんへ　企業で研究する魅力とは？
いろいろな専門性を持った現場の人たちとの関係性の積み重ねで、社会に直
接貢献できる商品を届けられることが、企業で働く魅力です。アサヒビール
の挑戦をぜひ見てください。

世界に誇る高品質なビール生産技術の確立に長年取り組まれた 
伊藤さんの詳しいお話は WEB で公開しています。
https://www.asahigroup-holdings.com/research/group/
special-interview/04/index.html

アサヒグループの研究開発に興味のある方はこちら

Presented by アサヒグループホールディングス株式会社

検索アサヒグループ　研究開発



20

キャリア相談を受け付けています

募集中の求人情報
研究に熱い企業があなたを待っています！研究キャリアの相談所
QR コードから各求人の詳細情報をご覧いただけます。興味のあ
る方は各ページの「エントリーする」からご応募ください。リバ
ネスの担当者からご連絡します。

有料職業紹介事業　　・許可番号：13- ユ -300411　　・範囲：国内における科学技術における専門的・技術的職業
※お問い合わせをいただいた時点で、すでに募集を終了している場合もあります。その際はご容赦ください。

知能コンピューティングを核とする最新のソフトウェア技術と学術分野の専門知識を用いて、全国
の大学や研究機関、企業の研究所を対象に、人工知能、金融、経済、医学、生命科学、物理学、化
学などの幅広い分野の先端技術の開発や学術研究を支援する事業を展開しています。

「科学技術の発展と地球貢献を実現する」という理念の下、専門知識や技術・人などをつなぎ、組
み合わせることで社会に新たな価値を創出する仕事です。

腸内環境をデザインするリーディングカンパニーです。 慶應義塾大学および東京工業大学の研究
分野で培われた確かな解析技術、メタボロゲノミクス®により腸内環境を評価します。

ソフトウェア研究開発職

コミュニケーター

主任研究員、バイオインフォマティクス・スペシャリスト、
研究開発担当

株式会社知能情報システム

株式会社リバネス

株式会社メタジェン

募 集 職 種

募 集 職 種

募 集 職 種

お問い合わせはこちらまでお願いします　　研究キャリアの相談所　https://r.lne.st/career/
E-mail：career@leaveanest.com　担当：環野（東京本社）、磯貝（大阪本社）

・自分の視野を広げる活動をしたい
・自分の頑張ってきたことが将来どんなことに繋がるのかを知りたい
・研究キャリアを続けるためにどんな会社があるのかを知りたい

自分のキャリアに関する話がしたいけれど改まって話す場はなかなかない人もいますね。人に自分のことを話
して見ると、新たな気づきがあり、決断ができることもあります。就職活動を始める前に、自分の研究キャリ
アを改めて考えてみませんか。自らも研究をしてきたリバネスのコミュニケーターがあなたの話を聞きます。



未 来 を 掴 む
「あんな研究者になりたい！」

目標が見つかったならば、そこに到達するための試行錯誤を繰り返し

一歩ずつ、でも着実に近づいていこう。

定める目標は、人それぞれ。

必要なことも、ひとりひとり異なるだろう。

共通するのはただひとつ、

やるべきこと、やりたいと思ったことを実際に行うこと。

最初は躊躇するかもしれないが、動いた分だけ目指す自分に近づくはずだ。

その一歩を踏み出すことで、見えるものが変わる。

自分の未来を、自分の手で掴みとろう。
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超異分野学会は、分野を超えたあらゆる研究テーマを一同に集め、研究者、ベンチャー、企
業、町工場、中高生など異なる立場の視点やアイデアを織り交ぜながら、新しい研究プロジェ
クトの種を生み出す場です。

今シーズンは地域フォーラムも続々開催。地域の特色にあわせたテーマを掲げて、関連分野、
また周辺領域から新たな知恵を持ち込んで議論を進めます。

分野を超えて研究交流しよう

集まれ！
大阪フォーラム2018
テーマ　健康を再定義する
バイオ・ヘルスケア分野の研究、人を対象にした研究

日時：2018 年 10 月13 日（土）9:30 〜18:30
会場：アートホテル大阪ベイタワー（大阪府大阪市港区弁天１丁目２−１）
＜企画キーワード＞
健康、医療、ヘルスケア、予測・計測技術、コホート調査、健康寿命、人生 100 年時代、食、IoT、
お笑い etc.

＜セッション 1＞ 
蓄積と統合で予測する自分の身体の未来

＜ランチョンセッション＞ 
ヘルスケアベンチャーピッチ

＜セッション 2 ＞ 
1000 万人の健康作りをどう実現するか

＜クロージングセッション＞ 
これからの健康とは何か？

健康状態は、定期的な健康診断や不調を感じて病院で検査してもらうものから、自分で知
る、デザインするものへと変わりつつあります。古くから食文化や芸能文化の中心である大
阪には、今や健康や医療に関わる最先端の研究拠点や、ヘルステック関連企業が多数集積し
ています。本フォーラムでは、その大阪を舞台に、食、医療、IoT、お笑いまで幅広い話題から、
これからの時代の健康とは何かを再定義するための挑戦をします。

注目！
1000 万人の健康作りをどう実現するか
人生 100 年時代、健康経営、健康寿命の延伸…ここ数年で急速に
広がっているヘルスケア関連の話題ですが、本当に社会を変える
ためには、長期に渡る健康行動を実現する具体的方法を考える必
要があります。
本セッションでは、自治体単位での健康作りを実現した研究の成
果や食から健康を作る取り組みをもとに、社会単位での健康作り
の実現について議論します。
登壇者：
京都大学 医学部附属病院 先制医療・生活習慣病研究センター  
特定講師　杉山 治 氏
国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所　研究員　他

超異分野学会
2018－2019シーズン開幕！
＜地域フォーラム　発表演題＆参加者募集＞
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第8回 超異分野学会本大会
テーマ　つながる、時間・空間・五感

琉球フォーラム2018
テーマ　沖縄から東南アジアへ、アグリテックの橋を架ける

予告！

集まれ！

集まれ！

農林水産分野の研究、東南アジアをフィールドにした研究

あらゆる先端分野の研究

日時：2018 年 11月 3 日（土）13:00 〜18:00
場所：琉球大学　研究者交流施設（沖縄県中頭郡西原町字千原 1 番地）
＜企画キーワード＞
農業、畜産、水産、植物工場、データ取得・分析・予測、養殖技術、保存・流通・販売、海外展開 etc.

開催日時：2019 年 3 月 8・9 日（金・土）
開催場所：ベルサール新宿グラント（新宿区西新宿 8 丁目 17-3）
＜企画キーワード＞
エネルギー、ライフサイエンス、建築、化学、モビリティ、ロボティクス、データサイエンス、マテリアル、
コンピューターサイエンス、アグリ、エレニクトロニクス、フード、etc.

＜セッション 1＞ 
繁殖成績改善で挑む熱帯畜産

＜セッション 2 ＞ 
持続可能な水産養殖技術の確立

＜セッション 3 ＞ 
亜熱帯地域で期待される環境制御型農業技術

沖縄県は東アジアへの玄関口に位置づけられ、那
覇空港から1500km（飛行機で4時間圏内）に、上海、
台北、香港、ソウル、マニラなどアジアの主要都市が
あります。古くから、沖縄はアジア諸国を相手に交易・
中継貿易を行い、アジアの架け橋としての役割を担い、
繁栄してきました。そして現在、アジアの経済発展に
ともない、沖縄の地理的優位性が再び注目されていま
す。東アジアの中心に位置するという地理的優位性を
活かし、沖縄のみならず日本全体とアジアの持続的な
一次産業の確立を目指します。

ポスター発表演題＆参加者募集！
申込は大会ウェブページから　https://hic.lne.st/
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研究と両立しながら、ビジネスを知る

株式会社リバネスのインターンシップ
研究をしていてこんなことを思ったことはありませんか？「自分の研究経験はどんなことに活きるのだろう
か」「研究ばかりやってきたが、学生のうちにビジネスに触れてみたい」。そんなあなたの想いを実現できる
のがリバネスのインターンシップです。研究室との両立ができるよう、会社に足を運ぶのは毎週日曜日に設
定しています。あなたの研究経験と情熱を活かしたビジネスに、挑戦してみませんか？

【通年】実験教室の実施・雑誌制作
研究の魅力を語る出前の実験教室サービ
スの企画・運営のほか、本誌『incu・be』
や 中 高 生 向 け の 科 学 雑 誌

『someone』の記事の企画、
取材、執筆に挑戦できます。

【インターン生の声】実験教室の企画づくりを通して

中高生のための研究キャリア・サイエンス入門
2018. 春号

vol.42
[ サムワン ]

produced by リバネス出版　https://s-castle.com
/

〈特集〉 

学ぶ。
そのときあなたは変わった

4910895134284
00500

雑誌 89513-42

学部・院生のための研究キャリア発見マガジン

特 集

創りかた

2018. 春号

vol.40
[インキュビー]

仕事の未来の

リバネスの実験教室は、「今研究をしている大学生・大学院生が研究の魅力を子ど
もたちに直に伝える」という点が大きな魅力です。先日、私はDNA抽出実験を題
材にした実験教室の講師を務め、「疑問を抱いて考える楽しさ」を伝えるための企
画づくりを他のインターン生らと行いました。リバネスの実験教室は、自らの研究
について振り返り、研究者として自分の思いを語る機会にもなります。あなたの熱
い思いをぜひリバネスのインターンシップでぶつけてみませんか？ （中尾 知美）

インターンシップに参加したらどんな活動ができますか？

インターンシップに参加するには？

インターンシップで鍛えられる力はなんですか？

参加できるプロジェクト例をご紹介します。

研究室との両立ができるよう、週1回、毎週日曜日に開催しています。いつからでも参加可能ですので、
まずは一度見学にお越しください。

社会課題に目を向け、科学技術を活かして世の中に貢献していく
人材に必要な基礎力を鍛えることができます。

リバネスのインターンシップに参加することで、科学技術をわかりやすく伝えるスキ
ルと共に、プレゼンテーション、リーダーシップ、マネジメント、コミュニケーション、
ライティングの各種スキルを、実験教室や雑誌制作を通じて鍛えることができます。
認定要件をすべて満たし、面接を経ると、「サイエンスブリッジコミュニケーター ®

（SBC）」の資格を得ることができます。

Q

Q

Q

A

A

A

インターンシップ参加申込・問い合わせ　　https://lne.st/recruit/intern/
【インターンシップ募集要項】
参加期間：半年以上 2 年以内、基本的に毎週日曜日に参加できること
参加者　：学部 3 年生以上を推奨
開催場所：リバネス東京本社 / リバネス大阪事業所 / リバネス生産技術研究所（沖縄）
給与　　：取材・雑誌媒体への記事制作費 / 実験教室当日の人件費・交通費のみ支給
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参加者募集中

参加者募集中

リバネスは、1人1人がもつ「熱」を大事にしている会社です。リバネスのことを知ってもらうには、役員陣の「熱」に触れ
てもらわなくては。私たちはそう考えて、リバネスの将来の仲間を集めるイベントを役員とのランチセッション「Visionary 
Cafe」にしました。何かに「熱」を持って取り組みたいと思っている方、個性豊かなリバネスの役員に、自分の意見や世界
を変えるアイデアをぶつけてみませんか?

創業者の熱に触れる　リバネスキャリアイベント
「Visionary Cafe」東京＆大阪で開催

■ 第 24 回 Visionary Cafe Tokyo
日時：2018 年 10 月 21日（日）10:30 〜13:00（11:45 よりランチ）
場所：株式会社リバネス　東京本社 ( 東京都新宿区下宮比町 1-4 飯田橋御幸ビル 4 階 )
参加費：1000 円（ランチ代）
申込み：https://r.lne.st/2018/08/14/vctokyo-24th/

■ 第 6 回　Visionary Cafe Osaka
日時：2018 年 10 月 14 日（日）10:30 〜13:00（11:45 よりランチ）
場所：株式会社リバネス　大阪本社（大阪府大阪市港区弁天1-2-1 大阪ベイタワーオフィス 6 階）
参加費：1000 円（ランチ代）
申込み：https://r.lne.st/2018/08/14/vcosaka-6th/

リバネスでは、科学を軸に、社会の中で課題を見つけ、新しい価値を生み出すことのできるリーダー人材を「サイエ
ンスブリッジリーダー (SBL)」と位置づけ、認定しています。座学研修では、アカデミアや企業で活躍する際にも重
要な、リーダーシップ、コミュニケーション、プレゼンテーション、ライティング、マネジメントを鍛える方法を学
ぶことができます。

これからの研究者に必要なちからを磨く
サイエンスブリッジリーダー育成講座 2018年後期座学講座

■ 会場
東京会場：株式会社リバネス　東京本社
東京都新宿区下宮比町 1-4 飯田橋御幸ビル 4 階

大阪会場：株式会社リバネス　大阪本社
大阪府大阪市港区弁天 1-2-1 大阪ベイタワーオフィス 6 階

■ 受講料
テキスト代：3000 円
受講料 1 講座あたり：学生 1000 円　社会人 3000 円
＊申込み後、銀行振込み

■ 注意事項
・原則、全講座の受講をおすすめします。
・ライティング研修は3回連続受講可能な方の

み受講可能です。
・座学研修だけではサイエンスブリッジコミュ

ニケーター®の資格は得られません。資格認
定には、実地研修と最終面談が受けられるリ
バネスのインターンシップへの参加が必要に
なります。

■ 申込み・詳細　「研究キャリアの相談所」ウェブサイトをご覧ください。
https://r.lne.st/2018/08/14/2018sbl2nd/

■ スケジュール
研修名 日程

リーダーシップ研修 11月25日（日）10:30〜12:00
コミュニケーション研修 12月 2日（日）10:30〜12:00
プレゼンテーション研修 12月 9日（日）10:30〜12:00
ライティング研修①  1月13日（日）10:00〜12:00
ライティング研修②  1月20日（日）10:00〜12:00
ライティング研修③  1月27日（日）10:00〜12:00
マネジメント研修  2月 3日（日）10:30〜12:00
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リバネス研究費の登録および採択情報はこちらから▶
https ://r.lne.st/grants/

募集要項・採択者発表リバネス研究費

募集要項発表!!
意 志 の あ る 一 歩 が 未 来 を 拓 く 研 究 応 援 プロ ジェクト

第42回 リバネス研究費

対象分野

理学、工学、農学、薬学、医学、歯学全般
（ただし、担当者より一言の内容を反映したもの）

採択件数 　若干名
助成内容 　研究費上限50万円
申請締切 　2018年10月31日（水）24時まで

◉超異分野　時間・空間・五感賞
2019年3月8日、9日に開催する第8回超
異分野学会本大会の大会テーマは「つなが
る、時間・空間・五感」です。技術の進歩によ
り、時間、空間に対する感覚が大きく変化し

ているだけでなく、人間の五感が飛躍的に拡張される
転換期を迎えています。我々は、本賞に申請された若
手研究者どうし、あるいは申請者と学会参加者とで知
恵を融合し、時間、空間、五感に関する新たな概念、新
たな研究を生み出す場にしたいと考えています。異分
野との融合で、時間、空間、あるいは五感に新たな価値
観をもたらしたいと考える研究者の応募をお待ちして
おります。

担当者
より

一言

対象分野

自律神経系、免疫系、内分泌系のバランスを調節する 
外的要因に関する研究

採択件数 　１名
助成内容 　研究費上限50万円
申請締切 　2018年10月31日（水）24時まで

◉ホメオスタシス調節研究推進賞 　自律神経系、免疫系、内分泌系のバラン
スの維持は、心身の健康を保つために重要
な要因のひとつです。ストレスなどそのバラ
ンスを崩す外的要因が多い現代において、

個人がバランスを維持する介入方法を選択できるよ
うになることは、意味があると考えています。本募集で
は、その実現につながる、食事、機能性成分の摂取や、
環境制御、瞑想や各種リラクセーションなど、個人で選
択可能な介入方法と自律神経系、免疫系、内分泌系の
バランスの維持に関わる研究を応援します。

担当者
より

一言

対象分野

食の未来を創造する研究
未来の食シーンの創造につながる研究課題について、「食糧生産」、「加工・調理」、「流
通・保存」、「栄養」、「消費者行動」、「サスティナブル・環境」など、幅広い分野から募
集します。

採択件数 　若干名

助成内容 　研究費50万円
申請締切 　2018年11月30日（金）24時まで

◉日本ハム賞
　「食べる喜び」を全ての人に。日本ハムグ
ループは、食肉の生産・加工・販売や水産
物、乳製品などの食品事業を国内外で展
開しています。私達の使命は将来世代にわ

たって良質な食、特にタンパク質を届けることです。し
かし現在、国際環境や自然環境の変化、国内の少子高
齢化などにより食を巡る環境は大きく変化しています。
未来の食のあり方を共に考え、創造していくため、本研
究費を設置しました。生産、加工・調理、流通、保存、栄
養、販売、そして消費行動や文化までを含めた多岐にわ
たるステージで、皆さまが解決したい課題や未来への
ビジョンをお寄せください。

担当者
より

一言



27

リバネス研究費の登録および採択情報はこちらから▶
https ://r.lne.st/grants/

募集要項・採択者発表リバネス研究費

募集要項発表!!
意 志 の あ る 一 歩 が 未 来 を 拓 く 研 究 応 援 プロ ジェクト

第42回 リバネス研究費

対象分野

理学、工学、農学、薬学、医学、歯学全般
（ただし、担当者より一言の内容を反映したもの）

採択件数 　若干名
助成内容 　研究費上限50万円
申請締切 　2018年10月31日（水）24時まで

◉超異分野　時間・空間・五感賞
2019年3月8日、9日に開催する第8回超
異分野学会本大会の大会テーマは「つなが
る、時間・空間・五感」です。技術の進歩によ
り、時間、空間に対する感覚が大きく変化し
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外的要因に関する研究

採択件数 　１名
助成内容 　研究費上限50万円
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スの維持は、心身の健康を保つために重要
な要因のひとつです。ストレスなどそのバラ
ンスを崩す外的要因が多い現代において、

個人がバランスを維持する介入方法を選択できるよ
うになることは、意味があると考えています。本募集で
は、その実現につながる、食事、機能性成分の摂取や、
環境制御、瞑想や各種リラクセーションなど、個人で選
択可能な介入方法と自律神経系、免疫系、内分泌系の
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食の未来を創造する研究
未来の食シーンの創造につながる研究課題について、「食糧生産」、「加工・調理」、「流
通・保存」、「栄養」、「消費者行動」、「サスティナブル・環境」など、幅広い分野から募
集します。
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助成内容 　研究費50万円
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◉日本ハム賞
　「食べる喜び」を全ての人に。日本ハムグ
ループは、食肉の生産・加工・販売や水産
物、乳製品などの食品事業を国内外で展
開しています。私達の使命は将来世代にわ

たって良質な食、特にタンパク質を届けることです。し
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未来の食のあり方を共に考え、創造していくため、本研
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リバネス研究費とは、「科学技術の発展と地球貢献の実現」に資する若手研究者が、
自らの研究に情熱を燃やし、独創性を持った研究を遂行するための助成を行う研究助成制度です。
本制度は「研究応援プロジェクト」の取組みの一環として運営されています。

第42回 リバネス研究費

採択者発表

採  択  者 鈴木 大地 （すずき だいち）　理化学研究所 量子効果デバイス研究チーム

研究テーマ ウルトラファインバブルを活用した低次元半導体材料への有機レスドーピング手法の開発

中西金属工業賞第40回

採  択  者 今井 啓之 （いまい　ひろゆき）　九州大学 医学研究院 助教

研究テーマ オイルドロップレットを用いた新規キメラマウス作出法の樹立

オンチップ・バイオテクノロジーズ賞第40回

採  択  者 鈴木 遼 （すずき りょう）　University of Colorado Boulder / University of Tokyo Computer Science　博士後期課程1年

研究テーマ ソフトアクチュエータとAIを使った、環境に合わせてプログラマブルに変化する建築スケールの形状変化インターフェイス

超異分野・五感×AI研究推進賞第40回

採  択  者 水野 洋輔 （みずの ようすけ）　東京工業大学 科学技術創成研究院　助教

研究テーマ 海中・海底における水温・水圧・振動の分布測定手法の提案

日本財団海洋工学賞第40回

採  択  者 堀口 修平 （ほりぐち しゅうへい）　大阪大学 基礎工学部　学部4年

採  択  者 許 弘毅 （きょ こうき）　岡山大学大学院 自然科学研究科　博士後期課程1年

採  択  者 戸田 雄一郎 （とだ ゆういちろう）　岡山大学大学院 自然科学研究科　助教

採  択  者 新藤 克貴 （しんどう かつき）　株式会社ライトハウス

研究テーマ 自律航行船におけるロバストな潜水艇自動離発着システムの開発

研究テーマ 水中ロボットの海中自動充電に関する研究

研究テーマ 自律型水中ロボットのための耐ノイズ性を考慮した環境地図構築と自己位置推定

研究テーマ 船舶Connectedプラットフォームの開発

採  択  者 出野 智史 （いでの さとし）　慶應義塾大学医学部 麻酔学教室　助教

研究テーマ 術後肺炎予防を主眼とした漢方製剤による免疫補助療法の開発 —肺防御因子増強と肺組織保護効果の検証—

超異分野・ヘルスケア研究創出賞第40回

採  択  者 本山 美久仁 （もとやま みくに）　兵庫医科大学 精神科神経科学講座

研究テーマ 治療抵抗性うつ病患者のグルテン感受性と食事療法の可能性
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私たち株式会社リバネスは、知識を集め、コミュニケーションを行うことで新しい知識を
生み出す、日本最大の「知識プラットフォーム」を構築しました。教育応援プロジェクト、
研究応援プロジェクト、創業応援プロジェクトに参加する多くの企業の皆様とともに、こ
のプラットフォームを拡充させながら世界に貢献し続けます。

（50音順）

株式会社 IHI
藍澤證券株式会社
アサヒ飲料株式会社
アストラゼネカ株式会社
株式会社池田理化
ウシオ電機株式会社
内田・鮫島法律事務所
江崎グリコ株式会社
SMBC日興証券株式会社
ENERGIZE-GROUP
オットージャパン株式会社
オムロン株式会社
オリエンタルモーター株式会社
オリックス株式会社
株式会社カイオム・バイオサイエンス
川崎重工業株式会社
関西電力株式会社
紀州技研工業株式会社
協和発酵キリン株式会社
協和発酵バイオ株式会社
株式会社グローカリンク
コクヨ株式会社
コニカミノルタ株式会社
小橋工業株式会社
近藤科学株式会社
サントリーグローバルイノベーションセンター株式会社
株式会社ジェイテクト
敷島製パン株式会社
株式会社シグマクシス
株式会社資生堂
株式会社小学館集英社プロダクション
新日鉄住金エンジニアリング株式会社
新日本有限責任監査法人
セイコーホールディングス株式会社
株式会社セラク
損害保険ジャパン日本興亜株式会社
大日本印刷株式会社
株式会社タカラトミー

武田薬品工業株式会社
株式会社竹中工務店
THK株式会社
株式会社DG	TAKANO
帝人株式会社
株式会社デンソー
東京東信用金庫
東宝株式会社
東洋ゴム工業株式会社
東洋紡株式会社
東レ株式会社
凸版印刷株式会社
中西金属工業株式会社
株式会社ニッピ
株式会社日本政策金融公庫
日本たばこ産業株式会社
日本ハム株式会社
日本ユニシス株式会社
パーク 24株式会社
株式会社バイオインパクト
株式会社浜野製作所
株式会社ビービット
株式会社日立ハイテクノロジーズ
株式会社フロンティアコンサルティング
本田技研工業株式会社
松谷化学工業株式会社
三井化学株式会社
三井化学東セロ株式会社
三菱電機株式会社
株式会社メタジェン
ヤンマーホールディングス株式会社
株式会社ユーグレナ
株式会社𠮷野家ホールディングス
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【University of California】田原 優
【愛知学院大学】市原 啓子
【会津大学】寺薗 淳也
【藍野大学】外池 光雄
【麻布大学】滝沢 達也
【医薬基盤・健康・栄養研究所】米田 悦啓
【岩手県立大学】山本 健
【茨城大学】木村 成伸、中村 麻子、中平洋一
【宇都宮共和大学】須賀 英之
【宇都宮大学】糸井川 高穂、佐々木英和、柏嵜 勝
【江戸川大学】福田 一彦、浅岡 章一
【大阪市立大学】蔡 凱、中臺 枝里子、長崎 健、保尊 隆享、

立花太郎
【大阪工業大学】河村 耕史
【大阪大学】中野 貴由、大竹 文雄、森島 圭祐、村田 

亜沙子、杉本 宜昭、佐藤 尚弘、森 勇介、原田 慶恵、
瀬恒 謙太郎、井上 克郎、笹野 佑、岡本 行広、梶
原 康宏

【大阪電気通信大学】小枝 正直、鄭 聖熹
【大阪府立大学】中野 長久、畠山吉則
【お茶の水女子大学】長谷川直子
【学習院大学】清末 知宏
【鹿児島大学】片野田洋、上田岳彦
【神奈川工科大学】白井 暁彦
【神奈川大学】衣笠 竜太
【関西学院大学】巳波 弘佳
【関西大学】河原 秀久、片倉 啓雄、工藤 宏人
【基礎生物学研究所】倉田 智子
【岐阜大学】久武 信太郎
【九州大学】中村 大輔、清水 邦義、近藤 哲男、松永正

樹
【九州工業大学】米本 浩一
【京都学園大学】松原 守
【京都大学】前野 悦輝、川本 純、篠原 真毅、寶 馨、

小野 正博、土居 雅夫、冨田 良雄、中野 伸一、河
井 重幸、森 和俊、山口 栄一、奥野 恭史、浅見 耕司、
今村 公紀、宮野 公樹、布施 直之

【京都産業大学】川根公樹
【京都府立大学】高野 和文
【近畿大学】生塩 研一
【熊本大学】杉本 学、米本幸弘
【群馬大学】北村 忠弘
【慶應義塾大学】犀川 陽子、大前 学、竹村 研治郎、藤

本 啓二、中西 泰人、久保 健一郎
【県立広島大学】阪口 利文
【高エネルギー加速器研究機構】大谷 将士
【工学院大学】長谷川 浩司、三木良雄
【高知大学】小島 優子、仲嶺真
【甲南大学】久原 篤
【神戸大学】森垣 憲一、影山 裕二
【江東病院】高部 智哲 
【国際基督教大学】小林 牧人、布柴 達男、久保 謙哉
【国立遺伝学研究所】有田 正規
【国立環境研究所】一ノ瀬 俊明、中島 英彰、大田 修平、

藤野 純一
【国立成育医療研究センター】要 匡
【埼玉県立大学】国分 貴徳
【埼玉大学】長谷川 有貴
【産業技術総合研究所】長谷川 良平、三輪 洋靖、小関 

義彦、高島 一郎、宮崎 真佐也、藤原 すみれ、安藤
尚功

【滋賀大学】大平雅子
【滋賀県立大学】  伴修平  
【滋賀医科大学】平和也
【静岡大学】竹内 浩昭、成川 礼、松井信
【自然科学研究機構】小泉 周
【島根大学】荒西 太士、秋吉英雄
【首都大学東京】酒井 厚、小町 守、岡部 豊、住吉 孝行、

可知直毅
【上智大学】早下 隆士
【信州大学】清水 雅裕、片岡 正和
【成城大学】境 新一
【摂南大学】白鳥 武
【総合研究大学院大学】本郷 一美、五條堀 淳
【玉川大学】木村 實、佐藤 久美子
【千葉大学】後藤 英司
【千葉工業大学】富山 健、坂本泰一  
【中央大学】船造 俊孝、山田 正、谷下 雅義、中村 太郎、

楠田 祐
【筑波大学】渡辺 知恵美、永田 毅、小宮山 真、足立 和隆、

小林 正美、鈴木 石根、岩田 洋夫、矢作 直也
【帝京大学】黒沢 良夫、槇村 浩一
【電気通信大学】來住 直人、川端 勉
【東京医科歯科大学】鍔田 武志、木村 彰方
【東京海洋大学】竹内 俊郎、廣野 育生、戸田 勝善、神

田 穣太、窪田奈保子、浦野直人　
【東京工科大学】佐々木 和郎
【東京工業大学】関嶋 政和、猪原 健弘、長谷川 晶一、

太田 啓之、因幡 和晃、西條 美紀、大上 雅史、大
橋匠

【東京工業専門学校】庄司良
【東京工芸大学】西宮 信夫、森山 剛、大海 悠太
【東京歯科大学】武田 友孝
【東京大学】西成 活裕、生長 幸之助、井上 将行、船

津 高志、村田 茂穂、吉田 丈人、坪井 久美子、金
子 知適、金井 崇、山口 泰、金子 邦彦、藤垣 裕子、
吉田 朋広、河澄 響矢、儀我 美一、酒井 邦嘉、植
田 一博、新井 宗仁、渡邊 雄一郎、豊田 太郎、吉
本 敬太郎、前田 京剛、豊島 陽子、有岡 学、岡本 
晃充、大口 敬、日比谷 紀之、横山 央明、三浦 正
幸、加藤 孝明、星野 真弘、平川 一彦、半場 藤弘、
枝川 圭一、ビルデ マーカス、桑野 玲子、沖 大幹、
野城 智也、稲葉 寿、河東 泰之、寺杣 友秀、楠岡 
成雄、齊藤 宣一、横井 秀俊、野口 祐二、榎森 康文、
近藤 豊、安藤 恵理子、大石 恵章、小河 正基、中
村 泰信、堤 敦司、黒田 真也、森川 博之、森田 一
樹、小林 徹也、中須賀 真一、五十嵐 健夫、開 一夫、
福田 裕穂、嶋田 透、大島 まり、中村 尚、菅 裕明、
牧野 義雄、相田 卓三、畑中 研一、油谷 浩幸、松
永 行子、神崎 亮平、岡部 徹、杉本 宜昭、合原 一幸、
四本 裕子、木下 裕介、梅田 靖、小澤 一雅、松田 
良一、飯塚 怜、眞田 佳門、五十嵐 圭日子、柳澤 
大地、佐々木和浩、深野祐也、田中和敏

【東京電機大学】大西 謙吾、世良 耕一、長原 礼宗
【東京農業大学】志和地 弘信、相根 義昌、中西 康博、

坂田 洋一、夏秋 啓子、渡辺智、千葉櫻 拓
【東京農工大学】養王田 正文、大野 弘幸、新垣 篤史、

佐藤 令一、鈴木 健仁
【東京薬科大学】太田 敏博
【東京理科大学】諸橋 賢吾、徳永 英司、梅村 和夫、武

田 正之、島田 浩章、橋本 卓弥、朽津 和幸、金子 
敏宏、山本 誠、生野孝

【同志社大学】太田 哲男、小寺 政人、石浦 章一
【東邦大学】岸本 利彦
【東北大学】斎藤 将樹、山﨑 翔平、青木 優和、鈴木 高宏、

若林 利男、大関 真之、五十嵐 太郎、高橋 富男、
大関 真之、中野 圭介、山本 拓矢、小野瀬 佳文

【東洋大学】下村 講一郎、廣津 直樹、梅原 三貴久、清
水 文一、後藤 尚弘

【徳島大学】森本 恵美
【徳島文理大学】徳村 忠一
【鳥取環境大学】足利 裕人
【鳥取大学】久郷 裕之、押村 光雄
【富山県立大学】立田 真文、古澤 之裕
【富山大学】杉森 道也
【長崎大学】松本 健一
【名古屋産業大学】伊藤 雅一
【名古屋大学】村瀬 洋、佐藤綾人
【名古屋工業大学】小田亮
【名古屋文理大学】長谷川 聡
【奈良県立医科大学】大野 安男
【奈良女子大学】遊佐 陽一
【奈良先端科学技術大学】別所 康全、駒井 章治
【新潟大学】藤村 忍
【日本女子大学】宮崎 あかね
【日本大学】福田 昇、浅井 朋彦、佐甲 徳栄、有坂 文

雄、伊藤 賢一、畔柳 昭雄、高橋 芳浩、野呂 知加子、
渡邉 泰祐、宮崎 康行、遠藤 央、畠山吉則

【農業・食品産業技術総合研究機構】大坪 憲弘
【光産業創成大学院大学】瀧口 義浩
【兵庫県立大学】藤原 義久
【広島大学】西堀 正英、坂田 省吾、田川 訓史、江坂 宗春、

実岡 寛文、兼松 隆、長沼 毅
【福井大学】沖 昌也
【福島大学】金子 信博
【防災科学技術研究所】村上智一
【法政大学】杉戸 信彦、大島 研郎、新井 和吉、小池 崇文、

鍵和田 聡、吉田 一朗
【北海道大学】住友 秀彦、河西 哲子、樋口 直樹、笠原 

康裕、日野 友明、山中 康裕、伴戸 久徳、川本 思
心

【北海道情報大学】本間 直幸
【三重大学】松岡 守
【宮崎大学】山崎 有美、林 雅弘、明石 良
【武庫川女子大学】升井 洋至
【武蔵野大学】荒木 義修
【明治大学】矢野 健太郎
【山形大学】戸森 央貴、綾部 誠、永井 毅
【山梨大学】浜田駿
【横浜国立大学】向井 剛輝、中村 達夫、為近恵美    
【理化学研究所】工樂 樹洋、大武 美保子、篠崎 一雄、

林 洋平
【立教大学】山田 康之、関根 靖彦、亀田 真吾、塩見大

輔
【立命館大学】山下 茂、西浦 敬信、野口 拓
【琉球大学】荒川 雅志、與那 篤史、福田 雅一、千住 智信、

赤嶺 光、松本 剛、大角 玉樹、岩崎 公典、瀬名波 出、
新里 尚也、浦崎 直光、徳田 岳、嬉野 健次、久保
田 康裕、外山 博英

【労働安全衛生総合研究所】久保 智英
【早稲田大学】尾形 哲也、本間 敬之、田中 宗、玉城 絵美、

小塩 真司
 （2018 年 8 月 15 日現在）

『incu・be』は、目標を見つけ、それに向かって実力
を養い（incubate）、未来の自分をつくり出す（be）
ためのきっかけを提供します。自らの未来に向かって
主体的に考え行動する若手研究者を、企業・大学とと
もに応援します。

研究の世界に踏み出そうとしている学生に対し「研究キャリア」を考えるきっかけを学生に提供するため、 
『incu・be』の配布等にご協力くださる先生方を募集しております。『incu・be』を毎号、ご希望の部数を無料
でお届けする他、リバネス研究費やキャリアイベント等のお知らせをメールにてお送りいたします。
ご協力いただける場合には、下記のフォームからご登録をお願いします。
https://r.lne.st/professor/

『incu・be』は、全国の理工系大学・大学院の学生課・就職課・
キャリアセンター等に設置いただいているほか、「研究応援教
員」のご協力により研究室や講義にて配布いただいておりま
す。また、Amazonや全国書店にてお買い求めいただくこと
もできます。学校単位での配布・設置をご希望の場合、その
他お問い合わせは下記までご連絡ください。

株式会社リバネス　incu・be編集部
TEL：050-1743-9898
E-mail：incu-be@Lne.st

研究応援教員（敬称略）

若手研究者のための研究キャリア発見マガジン
『incu・be』とは

研究応援教員とは

『incu・be』の配布・設置について

414名



研究をはじめたばかりの読者に、最先端の研究
内容をご紹介しています。
未来の研究仲間となる後輩にお勧めください。
お問い合わせ：someone@leaveanest.com

中高生のための研究キャリア・サイエンス入門
『someone』（サムワン）

中高生のための研究キャリア・サイエンス入門
2018. 秋号

vol.44
[サムワン ]

produced by リバネス出版　https://s-castle.com
/
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＋＋ 編集後記 ＋＋
キャリアとは生き方そのもの。疑問に答える探求
を始めたら研究キャリアを歩み出している。そう考
えることで、学年に区切らず、「若手研究者のための」
研究キャリア発見マガジンとして本冊子を今号より
刷新しました。研究を続けていくとはどういうこと
なのか考える冊子にしたいという方針は今までと変
わりありません。自分で進んで考えていく生き方に
は、それぞれの人生ストーリーがあることを本号の
編集を通じて改めて感じました。ときに立ち止まり、
ときに奮い立ち、多様な分野で研究キャリアの舵を
取る研究者の様子をこれからもお伝えして行きたい
と思います。
	 （井上	麻衣）



主催：独立行政法人情報処理推進機構（IPA）　運営：株式会社リバネス

顕在化した課題にITを！

～事例から学ぶX-Tech起業のヒント～

基礎講座（各回共通）＋応用講座（テーマ別）

I T を 活 用 し た
起業・事業化のための
基礎知識習得セミナー

超有名な、
多数の IT×◯◯実践者

ご登壇！

参加費無料
定員：50 名

10/12（金）IT× ものづくり ＠東京

10/21（日）IT× アグリ ＠東京

10/24（水）IT× バイオ ＠大阪

10/27（土）IT× 教育 ＠大阪

須田仁之 氏
ソフトバンクグループでのYahoo! BB事業立上げ、株式会社ア
エリア取締役に就任、上場後などを経て、複数企業のIPO・
M&A・投資などを経験。 2011年以降はエンジェル投資家・実務家
として複数のベンチャー企業の役員・アクセラレータとして活動。

株式会社コロプラ 元取締役副社長（人事領域管掌）。
2012年東証マザーズIPO、2014年東証一部上場を経験。
現在はエンジェル投資家、リアルテックファンド クリエイティブ
マネージャー、Drone Fund General Partnerなどを務める。

千葉功太郎 氏

参加申込み、詳細は、
WEBページよりご覧ください
https://lne.st/itstartupseminar


